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今
年
三
月
、『
羽は

鳥と
り

重じ
ゅ
う

郎ろ
う

・
羽は

鳥と
り

又ま
た

男お

読
本
』
が
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。
郷
土
の
埋
も
れ
た
偉
人
を
発
掘
し
、

多
く
の
市
民
に
そ
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
台
湾
と
の
親
善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
富
士

見
商
工
会
が
企
画
し
、
文
章
は
私
が
担
当
し
ま
し
た
。

羽
鳥
重
郎
は
、
台
湾
の
風
土
病
の
撲
滅
に
功
績
の
あ

っ
た
医
学
博
士
で
、
羽
鳥
又
男
は
昭
和
十
七
年
か
ら
台

南
市
長
を
つ
と
め
善
政
を
施
し
た
政
治
家
で
す
。

二
人
を
研
究
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
十
七

年
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
、
学
芸
員
だ
っ
た
群
馬
県
立

歴
史
博
物
館
に
、
羽
鳥
又
男
三
男
の
羽
鳥
直
之
氏
と
元

富
士
見
村
長
の
関
口
隆
正
氏
ら
が
見
え
ら
れ
、
台
湾
の

実
業
家
・
許
文
龍
氏
が
羽
鳥
又
男
の
胸
像
を
贈
り
た
い

と
の
意
向
で
、
当
館
で
常
置
で
き
な
い
か
と
い
う
相
談

で
し
た
。
た
だ
、
富
士
見
村
は
前
橋
市
と
の
合
併
問
題

で
村
を
二
分
す
る
対
立
が
続
き
、
銅
像
受
け
入
れ
を
議

論
す
る
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

博
物
館
で
は
常
設
展
示
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
平
成
国
際
大
学
名
学
長
の
中な
か

村む
ら

勝か
つ

範の
り

先
生
に
相
談
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
羽
鳥
又
男
は

日
本
で
は
無
名
の
存
在
な
の
で
、
ま
ず
そ
の
人
物
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
日
台
関
係
研
究
会
の
例
会
で
報

告
し
て
み
て
は
ど
う
か
と
、
そ
の
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
六
月
例
会
で
、
楊
合
義
・

平
成
国
際
大
学
名
誉
教
授
・
羽
鳥
直
之
氏
と
私
に
よ
る

鼎
談
「
最
後
の
日
本
人
台
湾
市
長
羽
鳥
又
男
」
が
実
現

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
小
田
村
四
郎
先
生
も
お
見
え
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
中
村
先
生
は
、
こ
の
鼎
談
を
機
関
誌

「
日
本
と
台
湾
」
平
成
十
八
年
九
月
号
に
、
ま
た
『
東

ア
ジ
ア
新
冷
戦
と
台
湾
』（
早
稲
田
出
版
）
に
収
め
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
同
書
の
あ
と
が
き
で
「
羽
鳥
又
男

の
徳
と
台
湾
市
民
の
か
か
わ
り
の
記
録
が
消
滅
す
る
に

忍
び
ず
、
日
台
関
係
研
究
会
の
機
関
誌
に
全
記
録
を
掲

載
し
、
本
書
に
全
文
を
再
録
し
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
羽
鳥
又
男
の
胸
像
は
羽
鳥
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
珊さ

ん

瑚ご

寺じ

に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
十
九
年
四
月
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
台
湾
駐
日
代
表

処
か
ら
李
世
昌
・
文
化
部
長
も
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

翌
二
十
年
、
許
文
龍
氏
か
ら
今
度
は
「
台
湾
紅
茶
産

業
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
新あ
ら

井い

耕こ
う

吉き
ち

郎ろ
う

の
胸
像
が
贈

ら
れ
、
郷
里
の
沼
田
市
利と

根ね

町ま
ち

園そ
の

原は
ら

に
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
十
月
に
行
わ
れ
た
除
幕
式
に
は
、
許
氏
の
名
代
と

し
て
作
家
の
平
野
久
美
子
氏
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

許
文
龍
氏
か
ら
贈
ら
れ
た
胸
像
を
き
っ
か
け
に
、
群

馬
県
と
台
湾
の
関
係
を
調
べ
て
み
る
と
、
驚
く
べ
き
事

実
が
分
か
り
ま
し
た
。

吾
妻
郡
原
町
（
東
吾
妻
町
）
出
身
の
石い
し

坂ざ
か

荘し
ょ
う

作さ
く

は
、

明
治
三
十
六
年
に
台
湾
で
最
初
の
夜
学
校
「
基き
い

隆る
ん

夜
学

校
」
を
創
設
。
日
本
人
で
も
台
湾
人
で
も
、
昼
間
学
校

へ
行
け
な
い
者
に
門
戸
を
開
き
、
授
業
料
は
不
要
で
し

た
。
明
治
四
十
二
年
に
は
市
立
図
書
館
「
石
坂
文
庫
」

を
創
設
し
、
石
坂
は
「
基
隆
の
聖
人
」
と
か
「
台
湾
図

書
館
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

碓
氷
郡
松ま
つ

井い

田だ

町ま
ち
（
安
中
市
）
出
身
の
中な
か

島じ
ま

長ち
ょ
う

吉き
ち

は
「
六ろ
く

氏し

先
生
」
の
一
人
で
し
た
。
明
治
三
十
年
、
伊

沢
修
二
の
篆て
ん

額が
く

に
な
る
「
中
島
長
吉
之
碑
」
が
建
て
ら

れ
、
現
在
も
同
地
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
共
愛
学
園
は
群
馬
県
最
古
の
女

学
校
を
前
身
と
し
て
い
ま
す
。
台
湾
人
の
周
し
ゅ
う

再さ
い

賜し

は
大

正
十
四
年
か
ら
昭
和
四
十
年
ま
で
四
十
年
間
も
校
長
を

つ
と
め
、
多
く
の
県
民
か
ら
敬
愛
さ
れ
、
群
馬
の
昭
和

期
を
代
表
す
る
教
育
者
で
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
に
誕
生
し
た
『
上
毛
か
る
た
』
の
歴

史
的
源
流
は
、
台
湾
伝
道
を
し
て
い
た
碓
氷
郡
板い
た

鼻は
な

町

（
安
中
市
）
出
身
の
牧
師
、
須す

田だ

清せ
い

基き

が
、
台
湾
の
子

供
た
ち
の
教
育
の
た
め
に
始
め
た
『
台
湾
い
ろ
は
か
る

た
』
で
し
た
。
上
毛
か
る
た
は
、
群
馬
交
響
楽
団
と
並

ぶ
戦
後
群
馬
の
二
大
文
化
で
す
。

群
馬
県
と
台
湾
の
間
に
は
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
共
有
財
産
と
し
て
、
群
馬

県
か
ら
日
本
と
台
湾
の
両
国
の
絆
を
、
ま
す
ま
す
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

台
湾
と
私 

35

群
馬
と
台
湾
の
深
い
結
び
つ
き
手て

島し
ま

　
仁ひ
と
し

●
理
事

前
橋
市
文
化
国
際
課
副
参
事
・

歴
史
文
化
遺
産
活
用
室
長


